６　映像フェスティバル2013
よ く あ る 逆 さ ま 言 葉

―ペーター・フィッシュリ＆ダヴィッド・ヴァイスの世界

Popular Opposites : The world of Peter Fischli & David Weiss
平成25年3月8日(土)、9日(日)
今回の映像フェスティバルでは、2012年4月に68歳で急逝したダヴィッド・ヴァイスの死を悼み、フィッシュリ＆ヴァイスの初期作品３本を紹介した。

フィッシュリ＆ヴァイスは、ユニットとして活動を始めて以来、映像やインスタレーションなど複数のメディアを柔軟に操り、極大と極小、平凡と非凡、道理と不条理、秩序と無秩序が混在する「日常」を描き、新たな世界像が提示されるような作品を制作してきました。今回のタイトルである《よくある逆さま言葉（Popular Opposites）》とは、彼らの代表的な作品のシリーズ名であるとともに、そうした日常を反転させる試みを象徴する言葉としてタイトルとした。
当館の映像フェスティバルには、「北海道の映像作家の紹介」「現代の先鋭的な映像作品」「一般に求められるアート映画やアート・ドキュメンタリー」という３本の方向性があり、「現代の先鋭的映像作品」の紹介である。
また、最終日には都築響一氏による、視覚文化の多様性をもとにした講演会を同時開催し、好評を博した。
会場：当館講堂

主催：北海道立近代美術館
協力：トモ・スズキ・ジャパン
印刷物：リーフレット（A５版変形３つ折り　　デザイン／佐藤守功
プログラム　
3月8日（金）

13:30～　《事の次第》

《ゆずれない事》

《正しい方法》（約120分）

3月9日（土）　
13:30～　《事の次第》

《ゆずれない事》

《正しい方法》（約120分）

15:30～　特別講演会：「映像、写真、ユーモア―フィッシャリ＆ヴァイスを起点として」（約60分）
　　　　　講師：都築響一氏（編集者、アーティスト）
●広報
北海道新聞
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